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消
防
団
入
団
の
き
っ
か
け
は
？

　

つ
く
ば
エ
ク
ス
プ
レ
ス
開
通
後
、
地
元
に
戻
っ

た
ら
、
同
級
生
が
消
防
団
に
入
っ
て
い
て
、
そ
れ

で
誘
わ
れ
た
の
が
き
っ
か
け
で
す
。

　

私
も
地
域
に
貢
献
し
た
い
と
い
う
使
命
感
と
、

友
達
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
り
た
い
と

思
い
入
り
ま
し
た
。

で
き
る
だ
け
守
谷
市
内
に
住
ん
で
い
る
若
い
人
た
ち
に

消
防
団
に
入
っ
て
い
た
だ
き
た
い
で
す
。

特

市議会

消防団員

集

　今回は、火災や災害から地域

を守り、また、地域活動にも貢

献している守谷市消防団員の皆

様にお話を伺いました。

●消防団に関するお問い合わせは、

　　守谷消防署

　　　（☎ 0297-46-0119）へ

Feature article

ご
家
族
の
皆
さ
ん
の
ご
理
解
は
？

　

操
法
大
会
※
に
毎
年
出
場
し
て
い
て
、
仕
事
の

後
や
休
日
も
ほ
と
ん
ど
練
習
に
明
け
暮
れ
て
い
た

の
で
、
家
に
い
な
か
っ
た
日
が
多
か
っ
た
と
思
い

ま
す
。

　

そ
う
い
う
点
で
も
妻
に
は
大
分
迷
惑
を
か
け
た

と
思
い
ま
す
が
、２
年
前
に
隣
家
が
火
事
に
な
り
、

訓
練
の
お
か
げ
で
い
ち
早
く
初
期
消
火
が
実
行
で

き
、
延
焼
を
食
い
止
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

そ
の
時
、
初
め
て
消
防
団
活
動
を
や
っ
て
い
て

ど
の
よ
う
な
活
動
を
し
て
い
ま
す
か
？

　

月
に
１
回
、
消
防
器
具
点
検
や
防
火
水
槽
の
点

検
、
消
火
栓
・
消
火
ホ
ー
ス
の
点
検
を
や
っ
て
い

ま
す
。

　

そ
の
ほ
か
に
は
、
火
災
予
防
の
夜
警
パ
ト
ロ
ー

ル
な
ど
も
や
っ
て
い
ま
す
。

　

火
災
の
時
は
出
動
し
、
初
期
の
消
火
活
動
や
消

防
署
の
サ
ポ
ー
ト
を
行
い
、
鎮
火
ま
で
活
動
し
て

い
ま
す
。

※操法大会…ポンプ・ホースなどの操作の正確性等を競う競技大会のこと。
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良
か
っ
た
と
妻
に
感
謝
さ
れ
ま
し
た
。
そ
れ
か
ら

は
、
消
防
団
の
活
動
を
理
解
し
て
も
ら
い
、
今
は

応
援
し
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。

消
防
団
に
入
っ
て
よ
か
っ
た
こ
と
は
？

　

地
域
の
顔
見
知
り
が
増
え
て
繋
が
り
も
で
き
、

地
域
間
の
連
携
が
と
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

消
防
団
員
の
人
数
確
保
は
？

　

若
い
世
代
は
市
外
で
働
い
て
い
る
人
が
多
い
の

で
、
な
か
な
か
入
団
し
て
も
ら
え
な
い
の
が
現
状

で
す
が
、
勤
務
地
が
守
谷
市
内
で
あ
れ
ば
入
団
で

き
る
よ
う
に
な
っ
て
か
ら
は
、
入
団
者
が
増
え
ま

し
た
。そ
れ
で
も
ま
だ
ま
だ
人
数
が
足
り
ま
せ
ん
。

　

新
し
い
住
宅
地
の
皆
さ
ん
に
も
声
を
か
け
さ
せ

て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
が
、
な
か
な
か
入
団
希
望

者
に
結
び
つ
い
て
い
ま
せ
ん
。

　

で
き
る
だ
け
守
谷
市
内
に
住
ん
で
い
る
若
い
人

た
ち
に
入
っ
て
い
た
だ
き
た
い
で
す
。

市
議
会
・
市
へ
の
要
望
は
あ
り
ま
す
か
？

　

消
防
機
械
器
具
置
場
が
非
常
に
狭
く
、
水
道
・

ト
イ
レ
が
あ
り
ま
せ
ん
。
消
防
団
の
会
議
を
す
る

場
所
が
な
い
の
で
、
消
防
団
詰
所
を
新
し
く
し
て

ほ
し
い
で
す
。
ま
た
、
消
防
団
員
を
増
や
す
よ
う

な
施
策
を
考
え
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。
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返
礼
品
は
ど
の
よ
う
な
も
の
で
す

か
。

主
な
も
の
は
、
飲
料
類
、
肉
類
、

乳
製
品
な
ど
２
６
０
品
目
で
す
。

寄
附
額
か
ら
支
出
を
引
い
た
も
の

が
市
の
歳
入
に
な
り
ま
す
か
。

そ
の
と
お
り
で
す
。
多
く
の
方
々

に
寄
附
を
い
た
だ
け
る
よ
う
進
め

て
い
き
ま
す
。

　

6
月
1
日
か
ら
返
礼
品
を
拡
充
し
た
「
ふ
る
さ
と
づ
く
り
寄
附
金
（
ふ

る
さ
と
納
税
）」
に
お
い
て
、
事
務
量
増
に
伴
い
臨
時
職
員
１
名
を
雇
用

す
る
た
め
の
賃
金
、
返
礼
品
の
拡
充
に
伴
う
事
業
者
へ
の
返
礼
品
代
、

寄
附
者
に
対
す
る
礼
状
や
書
類
等
の
送
付
に
伴
う
郵
便
料
、
代
理
納
付

シ
ス
テ
ム
Ｙ
ａ
ｈ
ｏ
ｏ
の
利
用
料
及
び
ふ
る
さ
と
納
税
サ
イ
ト
の
ふ
る

さ
と
チ
ョ
イ
ス
の
シ
ス
テ
ム
利
用
料
を
増
額
す
る
も
の
で
す
。

　

５
月
10
日
に
５
月
臨
時
議
会
が
、
６
月
３
日
か
ら
16

日
ま
で
６
月
定
例
月
議
会
が
開
催
さ
れ
、
各
種
条
例
の

制
定
・
改
正
や
、
補
正
予
算
な
ど
が
審
議
さ
れ
ま
し
た
。

５
月
臨
時
議
会
・
６
月
定
例
月
議
会

５
月
臨
時
議
会

６
月
定
例
月
議
会

ふ
る
さ
と
納
税
返
礼
品
の
拡
大

Pick up1質
疑
意
見
な
ど

＊ 
報
告 ･･･････････････

件

3

＊ 

報
告 ･･･････････････

件

8

＊ 

市
長
提
出
議
案 ･･･････

件

1

＊ 

市
長
提
出
議
案 ･･･････
件

8

＊ 

議
員
提
出
議
案 ･･･････

件

1

＊ 

計 ･････････････････

件

5

＊ 

計 ･････････････････

件

16

こ ん な
こ と

が 決 まま しり た
This was decided

（
議
案
第
53
号　

平
成
28
年
度
守
谷
市
一
般
会
計
補
正
予
算
第
1
号
）

ＱＱ AA

　

本
会
議
の
模
様
は
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
で
録
画
配
信
も
し
て
い
ま

す
の
で
、
そ
ち
ら
も
ど
う
ぞ
。

返礼品は 260 品目
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交
付
金
が
も
ら
え
な
い
場
合
も
想

定
し
て
い
ま
す
が
、
そ
う
な
っ
た

場
合
、
費
用
を
再
度
精
査
し
、
市

単
独
費
で
も
で
き
る
よ
う
検
討
し

て
い
き
た
い
で
す
。

借
り
上
げ
る
空
き
家
の
具
体
的
内

容
は
。

国
の
交
付
決
定
が
今
年
９
月
頃
を

見
込
ん
で
い
る
た
め
、
現
時
点
で

具
体
的
な
建
物
は
決
ま
っ
て
い
ま

せ
ん
。

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
進
捗
度
や
事
業

効
果
を
考
え
た
場
合
、
市
単
独
費

で
も
行
い
ま
す
か
。

委
託
料
の
内
容
は
。

委
託
料
の
主
な
も
の
は
人
件
費
、

通
信
費
、
作
業
用
パ
ソ
コ
ン
等
で

す
。

※

Ｉ
Ｃ
Ｔ
（Inform

ation 

a
n
d
 C
o
m
m
u
n
ic
a
tio
n
s 

Technology

）
支
援
員
…
電
子

黒
板
や
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
等
を
利

活
用
し
た
Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
の
授
業
を

サ
ポ
ー
ト
す
る
人

　

Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
を
推
進
す
る
に
当
た
り
、
既
に
導
入
し
て
い
る
電
子
黒

板
や
、
今
年
度
か
ら
児
童
生
徒
3.6
人
に
1
台
の
割
合
で
導
入
す
る
タ
ブ

レ
ッ
ト
を
有
効
に
利
活
用
し
、
そ
の
教
育
効
果
を
最
大
限
に
発
揮
さ
せ

る
た
め
に
Ｉ
Ｃ
Ｔ
支
援
員
を
配
置
し
ま
す
。
そ
れ
に
係
る
委
託
料
を
増

額
補
正
し
ま
し
た
。

　

地
方
創
生
推
進
交
付
金
の
対
象
事
業
の
一
つ
と
し
て
、
若
者
に
地
域

貢
献
に
取
り
組
ん
で
も
ら
お
う
と
、
み
ず
き
野
地
区
を
モ
デ
ル
地
区
に
、

学
生
の
シ
ェ
ア
ハ
ウ
ス
用
空
き
家
３
棟
を
６
か
月
借
り
上
げ
る
た
め
の

建
物
賃
借
料
、
委
託
料
を
増
額
補
正
し
ま
し
た
。

「
学
生
が
輝
く
ま
ち
再
生
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

で
若
者
に
よ
る
地
域
貢
献
を
推
進

Ｉ
Ｃ
Ｔ
支
援
員
を
配
置

Pick up

Pick up

2

3

質
疑
意
見
な
ど

質
疑
意
見
な
ど

（
議
案
第
53
号　

平
成
28
年
度
守
谷
市
一
般
会
計
補
正
予
算
第
1
号
）

（
議
案
第
60
号　

平
成
28
年
度
守
谷
市
一
般
会
計
補
正
予
算
第
２
号
）

Ｑ

ＱＱ

A

A

みずき野地区がモデル地区に

A
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守
谷
市
の
人
事
評
価
制
度
の
変
更

点
や
見
直
し
は
。

制
度
の
仕
組
み
が
変
わ
る
の
で
は

な
く
、
こ
れ
ま
で
も
こ
の
条
例
に

基
づ
き
人
事
行
政
の
運
営
等
の
状

況
を
公
表
し
て
き
ま
し
た
が
、
公

表
す
る
項
目
に
「
職
員
の
人
事
評

価
の
状
況
」
を
加
え
、
守
谷
市
職

員
の
人
事
評
価
制
度
の
概
要
や
評

価
結
果
等
を
公
表
し
ま
す
。

市
内
に
お
け
る
空
家
の
戸
数
は
。

別
の
調
査
結
果
に
よ
る
と
約

６
５
０
戸
で
す
。

委
員
報
酬
を
決
定
し
た
基
準
は
。

他
の
審
議
会
委
員
の
報
酬
と
同
額

で
あ
り
、
ま
た
守
谷
市
特
別
職
報

酬
等
審
議
会
に
諮
問
し
、
答
申
を

得
て
い
ま
す
。

　

地
方
公
務
員
法
の
一
部
改
正
及
び
新
た
な
行
政
不
服
審
査
法
の
施
行

に
合
わ
せ
、
条
文
の
文
言
を
改
め
ま
し
た
。

　

平
成
27
年
に
施
行
さ
れ
た
「
空
家
等
対
策
の
推
進
に
関
す
る
特
別
措

置
法
」
に
規
定
さ
れ
て
い
る
「
空
家
等
対
策
計
画
」
を
定
め
る
上
に
お

い
て
、
協
議
会
を
組
織
し
、
空
家
等
対
策
計
画
の
作
成
や
変
更
、
実
施

に
関
す
る
協
議
を
行
い
ま
す
。

職
員
の
人
事
評
価
の
状
況
を
公
表

空
家
等
対
策
協
議
会
を
設
置

Pick up

Pick up

5

4

質
疑
意
見
な
ど

質
疑
意
見
な
ど

（
議
案
第
57
号　

守
谷
市
人
事
行
政
の
運
営
等
の
状
況
の
公
表
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
）

（
議
案
第
55
号　

守
谷
市
空
家
等
対
策
協
議
会
設
置
条
例
）

Ｑ

ＱＱ

A

AA

市ホームページや広報もりやで公表します
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住
民
提
案
に
よ
り
都
市
計
画
決
定

し
た
も
の
で
す
か
。

当
初
、
提
案
制
度
を
活
用
す
る
計

画
も
あ
り
ま
し
た
が
、
地
域
住
民

の
様
々
な
意
見
等
を
踏
ま
え
行
政

に
よ
り
決
定
し
ま
し
た
。

所
得
制
限
の
改
正
後
の
対
象
人
数

や
負
担
等
は
。

医
療
福
祉
費
支
給
制
度
の
対
象
外

と
な
っ
て
い
た
人
に
つ
い
て
、
現

在
は
守
谷
市
独
自
の
「
す
こ
や
か

医
療
費
支
給
制
度
」
の
対
象
と

な
っ
て
お
り
、
制
度
上
変
更
と
な

る
も
の
で
市
民
の
負
担
は
変
わ
り

ま
せ
ん
。

　

県
の
補
助
事
業
で
実
施
し
て
い
る
医
療
福
祉
費
支
給
制
度
（
通
称
・

マ
ル
福
）
に
つ
い
て
、
平
成
28
年
10
月
診
療
分
か
ら
、
小
児
及
び
妊
産

婦
の
所
得
制
限
を
緩
和
す
る
こ
と
に
伴
い
、
条
例
の
一
部
を
改
正
し
ま

す
。

　

久
保
ケ
丘
三
丁
目
地
区
に
お
い
て
、
平
成
28
年
３
月
24
日
に
地
区
計

画
を
都
市
計
画
決
定
し
た
こ
と
か
ら
、
そ
の
決
定
内
容
を
本
条
例
に
追

加
し
ま
す
。

久
保
ケ
丘
三
丁
目
地
区
の
地
区
計
画

決
定
に
よ
り
、
条
例
を
一
部
改
正

マ
ル
福
の
所
得
制
限
を
緩
和

Pick up

Pick up

6

7

質
疑
意
見
な
ど

質
疑
意
見
な
ど

（
議
案
第
58
号　

守
谷
市
医
療
福
祉
費
支
給
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
）

（
議
案
第
59
号　

守
谷
市
地
区
計
画
区
域
内
に
お
け
る
建
築
物
の
制
限
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
）

Ｑ

Ｑ

A

A
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平成 28年度　各委員会の活動方針

　平成 28年度の各委員会の活動方針が決まりました。今年度は、この活動方針に基づいて活動します。

総務教育常任委員会

広報広聴特別委員会

保健福祉常任委員会

地方創生特別委員会

都市経済常任委員会

スポーツ推進特別委員会

議会運営委員会

議会改革推進会議

①指定管理者導入の事業についての検証
②委託している事業についての検証
≪計画概要≫
・毎月第2水曜日頃（月議会のある時は会期中）
に協議会を開き、執行部からの聞き取りや現
地調査等を実施

①議会報告会の年複数回開催
②委員会の映像発信
③『広聴』の手段・返答のプロセス
　（議会報告会の内容検討）
≪計画概要≫
・議会広報紙「こじゅけい」の特集記事・部活
動の取材
・SNSの活用
・議会報告会の開催

①地域支援事業(介護予防・生活支援サービス)
　移行に関する調査・研究について
≪計画概要≫
・守谷市・茨城県の現状調査や先進地視察
・関係団体との一般会議

①守谷市まち・ひと・しごと創生総合戦略の検討
②平成28年度における地方創生推進交付金及び
地方創生案の調査・研究
③総合戦略の「既存ストックの有効活用」に関
する大木地区の公有財産の利活用について
≪計画概要≫
・守谷市まち・ひと・しごと創生総合戦略にお
ける議会提言事案のチェック
・委員会としての地方創生案の調査・研究

①防災対策の強化
②駅前の整備と活性化
≪計画概要≫
・各種団体との意見交換、市内の調査、先進地
視察の実施

①各種スポーツ団体との一般会議
　（体育協会、スポーツ少年団等）
②スポーツ大会（イベント等）の提案
≪計画概要≫
・各種スポーツ団体（指導者等）の意見聴取や
市内スポーツ団体の現状把握
・先進地視察

①会派の強化策について
≪計画概要≫
・定例月議会最終日前日に議事整理日を設け、
各会派において各委員長報告を確認し、審議
の経過や結果に対する会派としての見解や意
見をまとめる日とするよう申し合わせを策定
（6月定例月議会から実施）
・各会派の議員の公約を政策として実現できる
よう、会派として重点調査項目を定め、２年
ごとに調査研究成果を報告

①守谷市議会ふれあい会議の検討（町内会総会
やシニアクラブなど）
②守谷市議会基本条例の精査
≪計画概要≫
・議会の出前（市民との懇談）を実施
・守谷市議会基本条例と会議規則等の精査
・先進地視察
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今年度の事業仕分け対象事業が決定しました

総務教育分科会 都市経済分科会

保健福祉分科会

　市長が執行した事業の成果について事業仕分けを行い、その結果を次年度の予算編成や今後の事務執行に
反映させるために、今年度も「決算予算特別委員会」を設置し、議会による事業仕分けを行います。
　今年度は、４事業が対象事業として選定されました。選定した４事業の選定理由や調査方法などは、表の
とおりです。

　事業仕分け調査のため、
２回にわたり執行部から事
業の詳細な内容や現状等を
聞き取りしました。また、
青少年相談員の皆様と意見
交換を行い、活動状況など
を伺いました。

　事業仕分けに向け、執行
部から事業の詳細な内容や
現状等の聞き取りのほか、
現地の状況把握を行うた
め、現場を訪れ現況調査を
行いました。

　事業の現状把握のため、執行部から事業の
詳細な内容の聞き取りのほか、私立幼稚園を
訪問し、補助金事業の現状等について意見交
換を行いました。

事業仕分け選定事業一覧表

分科会名 事業名 H27決算（見込） H28予算額 選定理由

１

総務教育

青少年相談員事業 165,000 円 148,000 円

パトロールが主な活動で、他団体との重
複がある。また時間帯が15時～16時で、
青少年育成につながっているか疑問があ
る。相談員の高齢化も課題である。

２ 外国語指導助手事業 55,812,328 円 58,360,000 円

外国語教育を推進するため、小中学校に
1人の ALT を配置するなど周辺自治体
より先進であるが、短期間で担当 ALT
が代わったりしていることも聞く。ALT
がどんな教育を受けて配置されているの
か、委託先業者についてなど、実態を把
握し今後のより良い方向性を見出す。

３ 都市経済 緑地管理事業 768,960 円 932,000 円

現地の状況から見て公園として機能を果
たしているとは感じられず、下草刈りと
桜の消毒に予算がかかり過ぎている。建
設課の公園まちづくり団体助成事業に移
行できないか検討する。

４ 保健福祉 私立幼稚園施策推進費
補助事業 486,000 円 648,000 円

守谷市補助金審議会から要綱の見直しが
指摘され、平成 22年に要綱が改正され、
市の推進する施策を補助対象とした。事
業成果が見えづらく、幼児教育の充実が
図られているか疑問である。
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授業に新聞を活用することで、学習意欲を高め、

思考力、判断力、表現力を育成する。実践校の

松前台小学校の取り組みと成果を伺う。

自分の思いや考えを持ち表現できる児童の育成

が研究テーマ。成果として、社会情勢や時事問

題に興味関心が高まる。まとまった文章を読む

力、自分の考えを持ち、表現する力が向上して

いる。６年生に対して毎年行われる全国学力学

習状況調査の結果でも、成果が表れている。

教師や子どもたちが新聞を読める環境をぜひ

作っていただきたいが、新聞教育について、教

育委員会の評価を伺う。

NIE 教育は、自らの人生を主体的に生き抜く力

を育む上で、重要な役割を果たすものと考える。

これから、変化の激しい時代を生きていく子ど

もたちのために必要。また、守谷市の教育目標

である新しい時代をたくましく生きる力の育成

にもつながる。

ズバリ！ズバリ！
市政を市政を問問う !!う !!

１．新聞教育（NIE 教育）について
２．小型家電リサイクル回収について

今回の通告事項情報社会の中で生き
る力を育むために

詳しくは守谷市議会ホームページ・議会録画で！　http://moriya.gijiroku.com/index.asp

　Ｑ

Ａ

Ｑ

Ａ 新聞を教材として活用するNIE 教育

● 市川　和代 議員
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市の郵便物にかかる費用はどのくらいか。

郵便料金は平成 25年度で約 3,600 万円、平成

26年度が約 4,400 万円、昨年度が約 4,100 万

円掛かった。

大きい金額と考えるが、削減の取り組みは。例

えば決まったメンバーにはメールにする、日本

郵便の割引を利用する等はしているか。

審議会委員等でメールでもよいという方には、

メールを利用している。その他、圧着ハガキや

料金後納による割引制度を利用している。

常にコスト意識を持って取り組んでほしい。ま

た、独自の後納郵便のマーク利用や、オリジナ

ルフレーム切手の作成等、市のPRに使える制

「ふるさとハローワーク」の役割と県内の現状、

守谷に設置するメリットについて伺う。

ハローワークがない市で、ハローワークの附属

施設としての役割がある。国と市の共同運営と

なり、県内5市に設置されている。就業相談や

職業紹介ができる就労支援施設で、設置のメリッ

トは市内で求職活動がしやすくなる事である。

生活保護者の自立支援の対応実績（年間３件）

や、ハローワーク常総利用者の約 30％が守谷市

民であることを考慮し、守谷に設置すべきでは。

設置場所や経費の問題から費用対効果が見込め

ず、現状では設置されていない。

市民の胃がん予防のため、ピロリ菌の検査を実

度もある。シティプロモーションの一つとして

考えては。

後納郵便のマークは、関係課等と検討していき

たい。オリジナルフレーム切手は、市の記念行

事の際に作成できないか、協議していきたい。

施すべきと考えるがどうか。

今後、市の特定健診の項目に個人負担によるオ

プションで追加することについて、取手市医師

会と協議する。

１．障害者差別解消法について
２．市が発送する郵便物について

１．守谷市ふるさとハローワークの設置
２．改正公選法成立後の守谷市での選挙
３．ピロリ菌感染検査について

今回の通告事項

今回の通告事項

市が発送する郵便物
について

ハローワークの設置
及びピロリ菌検査

Ｑ

Ａ

Ｑ

Ａ

Ｑ

Ｑ

Ａ

Ｑ

Ａ

Ｑ

Ａ

Ａ

胃がん発生リスクを 5～ 10倍にするピロリ菌

現在の守谷市郵便物 ⇒ 守谷市のイメージ等を（例）

料金後納
郵　便

● 高梨　恭子 議員

● 川名　敏子 議員
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第４次男女共同参画基本計画では、国や自治体

の女性管理職員の割合について目標設定がされ

ているが、市の目標割合は。

守谷市では、平成 31年度までに女性管理職の

割合の数値目標を 30％としている。

女性の視線・意見を市政に反映させるためにも、

どのようにして目標を達成するのか。

育児などの女性職員の状況に配慮した人事配置

に努め、研修会等でキャリア形成の支援を行う。

内閣府が「地震発災時における地方公共団体の

業務継続の手引き」を公表しているが、守谷市

では業務継続計画を策定しているか。

現時点においては、まだ策定していない。

各種税金の現在の滞納者数は。

平成 27年度の滞納者数は、国保税は 1,207 人、

市県民税は 1,312 人、固定資産税・都市計画

税は 872 人、介護保険料は 223 人である。

窓口で相談を受けた滞納者数と、茨城県租税債

権機構への移管件数は。

窓口での対応件数は、平成 22 年度が 971 件、

平成 27 年度は 793 件と 178 件減っている。

租税債権機構へ移管した件数は、市町村によ

り移管枠があるが、守谷市では平成 27年度は

33件移管した。

租税債権機構への移管は厳しい措置であるが、

平成 27年度の国保税率改正で標準的な世帯で

市民の財産、命を守ることが行政の重要な役割

である。早期に議論を重ね、守谷市ならではの

業務継続計画を策定するべきと考えるがどうか。

業務継続計画を全庁的に検討していきたい。

の負担増はどのくらいか。また救済措置はある

か。

標準世帯（大人 2人、子ども 2人で給与収入

400 万円）で年間 9万 9,400 円の増額。また、

世帯の所得額により軽減措置がある。

１．管理職への女性の登用について
２．災害時の行政の危機管理について

１．独居老人対策を問う
２．市広報のあり方
３．災害対応 他１件

今回の通告事項

今回の通告事項

万一の災害時に業務
継続計画策定を！

各種税金の現状と対
策

Ｑ

Ａ

Ｑ

Ａ

Ｑ

Ａ

Ｑ

Ａ

Ｑ

Ａ

Ｑ

Ｑ

Ａ

Ａ

市税に関する納税相談は市役所納税課へ

　

● 堤　茂信 議員

● 山田　美枝子 議員
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ホース格納箱の管理責任は誰にあるのか。

格納箱は市内に 527 か所あり、管理責任者は

守谷市である。格納箱と内部器具の点検は消防

団や消防署が、年に 1～ 2回行っている。自主

防災組織が訓練等の際に点検しているケースも

ある。器具の耐用年数は特に定められていない。

アンケート調査で「授業の準備する時間不足」

を訴える教員が、小学校で 95％、中学校で

84％に上っている。守谷市の教員の取巻く環境

はどうか。またメンタルヘルスチェックの結果は。

県全体の結果でうつ傾向と診断された割合は、

平成 24 年度が 7.9％、平成 25 年度が 8.8％、

平成 26 年度が 9.7％と上昇傾向にある。業務

過去に路面下空洞化による道路の陥没及び陥没

が原因による交通事故事例はあったか。

昨年度、深さ 1.5 メートル幅 30センチの陥没

が本町で１件発生した。交通事故には至ってい

ない。

災害時に緊急輸送道路として計画している道路

は何路線あるのか。

ふれあい道路等の市道３路線や国道 294号な

ど、７路線が緊急輸送道路として指定されている。

緊急輸送道路から避難所への接続道路も緊急輸

送道路に指定し整備する考えはあるか。

災害緊急輸送道路の対応完了が見込まれれば、

避難所等も視野に入れ、今後対応していく。

軽減には取り組んでいるが、教職員にはその実

感は薄いと認識している。授業の充実のため時

間の確保・教職員の健康は欠かせない。県・校

長会と連携し負担軽減・業務改善に努めていく。

当市において路面下空洞化調査の実施計画があ

れば時期、規模、路線名を伺いたい。

現在計画はないが、近隣の自治体も実施してい

る状況にある。緊急輸送道路の確保が必要のた

め、県と協議した中で実施していく必要がある。

１．ホース格納箱について
２．守谷市の学校教育について

１．防災・減災対策について
２．罹災証明書交付について

今回の通告事項

今回の通告事項

ホース格納箱の管理
及び教員の環境は？

早期に路面下空洞化
調査実施を！

Ｑ

Ａ

Ｑ

Ａ

Ｑ

Ａ

Ｑ

Ａ

Ｑ

Ａ

　

Ｑ

Ａ

市内に 527 箇所あるホース格納箱

● 青木　公達 議員

● 砂川　誠 議員
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北守谷の周回の遊歩道にある４つの橋は、御所

ケ丘から久保ケ丘・松前台・薬師台とつなぐ絆

の橋である。しかし、下の歩道におりる階段部

分の開口部に亀裂が入り剝離し、破損している。

市民の安全、生命を守るべき行政として、この

４橋は今回の長寿命化修繕計画に入っているの

かどうか、この４橋の安全性について伺う。

橋梁の長寿命化計画の中での修繕年度では、文

化会館付近の山王歩道橋は平成 30年度、第一

病院付近の深田歩道橋は平成 35年度、市民交

流プラザ付近の後田歩道橋は平成 34年度、久

保ケ丘三丁目自治会館付近の素住台歩道橋は平

成 36年度の予定となっている。コンクリート

３月議会の一般質問等で提案後、スーパー誘致

はアピタ跡１階にカスミ入居予定、第３子以降

保育料無料化、郷州公民館障がい者用トイレ設

置が決まり喜ばしい。高齢化社会では施設充実

が重要。特別養護老人ホーム待機者０の取組み

を。

市内には峰林荘、七福神、やまゆりの郷がある。

市内待機者数は 100 人。今後の計画で検討し、

必要数の確保に努めたい。

デマンドタクシー、バスルート見直し（柏行き、

グリーンスポーツセンター方面行き、取手と守

谷商業施設をつなぐルート）要望がある。対応

をしてほしいがどうか。

今年度の協議会で指摘事項や要望等を検討したい。

公共施設（松前台小、松ケ丘小、大野小、御所

ケ丘小、郷州小、郷州公民館）にエレベーター

設置などバリアフリー化を。

施設の大規模改修時等に検討する。

の破片等が落下するといった橋梁の危険性もあ

るため、長寿命化修繕計画による大々的な修繕

をする前に応急的な修繕をしている状況である。

１．旧アピタ守谷店閉店後の商業施設について
２．障害者差別解消法について
３．守谷市公共施設等総合管理計画について 他１件

１．高齢者施設の整備を充実させてはどうか
２．交通弱者の交通利便性を向上しては
３．駅バリアフリー化の整備を推進しては 他１件

今回の通告事項

今回の通告事項

北守谷周回遊歩道４
橋の安全性は？

特別養護老人ホーム待
機者ゼロへの取組みを

Ａ

Ｑ

Ａ

 Ｑ

Ａ

Ｑ

Ａ

Ｑ

松前台と薬師台に架かる深田歩道橋

特別養護老人ホーム待機者ゼロへの取組みを

● 山﨑　裕子 議員

● 神宮　栄二 議員
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昨年常総市で大規模水害が発生したが、守谷市

内で、鬼怒川の氾濫や越水の可能性は。

相当量の降雨の場合には、越水や堤防決壊を前

提とした想定範囲を防災マップに表示している。

鬼怒川氾濫時の守谷市内の想定される被害と、

水害対策の基本計画は。

鬼怒川左岸の大木地区や野木崎地区等の浸水を

想定している。鬼怒川・小貝川沿川で減災対策

協議会を設置しており、水害時の情報伝達や対

応をタイムラインに整備し迅速な対応に努め

る。また、今後５年間で実施する鬼怒川緊急対

策プロジェクトにおいて堤防整備等を行う。

守谷には、流作という地名があるほど過去に水

10年前のＴＸ開通時、多くの守谷市民は取手

を経由し東京方面にいく手間が省かれ、時間の

短縮に喜びを感じたと思う。しかし、あれから

10年、世の中の経済事情も変化する中、時代と

ともに新しい守谷市民も増え、今ではあの時の

喜びも当たり前の様に感じる。そして現在、子

育て世帯において教育に掛かる費用の増加が社

会問題となっている。今後、ＴＸ東京駅延伸と

合わせ通学定期割引率拡大もＴＸ沿線の近隣自

治体と連携し取り組んでほしい。市長の考えは。

今後、東京駅延伸または８両化に向け膨大な費

用負担について沿線自治体や都県と調整を進め

ていかなければならない。現状、ＴＸ側との交

害に苦しんできたため、万全な水害対策を要望

するが、防災マップを活用し市民の防災意識を

高める必要は。

防災マップで、積極的に情報提供していく。

渉については大変厳しいとは思うが、特に通学

定期の割引率拡大については合わせて要望して

いきたい。また、次回のつくば、つくばみらい、

守谷３市のＴＸ連絡協議会にも諮っていく。

１．鬼怒川氾濫に係わる水害対策について

１．ＴＸ通学定期代の割引率拡大について
２．駅周辺歩道整備の大規模補修工事の予定は

今回の通告事項

今回の通告事項

万全な水害対策を！

ＴＸ通学定期が高す
ぎる！

Ｑ

Ａ

Ｑ

Ａ

Ｑ

Ｑ

Ａ

Ａ

　

 

　

● 髙梨　隆 議員

● 渡辺　秀一 議員

ＪＲとＴＸの通勤・通学定期券運賃比較

ＪＲ（秋葉原駅まで） ＴＸ（秋葉原駅まで）

出発駅
（距離）

通勤
定期 期間

通学定期
出発駅
（距離）

通勤
定期 期間

通学定期

大学生 高校生 中学生 大学生 高校生 中学生

取手駅
（41.2㎞）

20,160 １ヵ月 9,460 8,510 6,620

守谷駅
（37.3㎞）

29,570 １ヵ月 19,720

57,480 ３ヵ月 26,960 24,260 18,870 84,280 ３ヵ月 56,210

102,360 ６ヵ月 51,070 45,960 35,740 159,680 ６ヵ月 106,490

（単位：円）
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平成セレモニーに月 50万円で貸している。駐

車場は月１万円、しかも鉄骨造り２階建て。安

い価格での賃貸での業務委託（丸投げ）ではな

いか。

平成式典が業務委託の承認願を市に提出し、承

認している。特に問題はない。

業務委託という内容での「トンネル会社」では

ないか。このままで15年間も業務委託（丸投げ）

を認めているのではないか。鑑定書も付けずに

9,000 万円で建築し、土地代も入れず月 50万

円で 15年貸すことはとても市民としては考え

られない。公平性の点からも問題ではないか。

守谷駅周辺一体型土地区画整理事業として、市

自治体間で防災協定を結んでいる神奈川県南足

柄市、岐阜県羽島市と更なる連携強化をすべき。

守谷市が災害に見舞われた場合、人的・物質的

な相互支援が考えられるが、今後、学校間や自

治体間での交流を行政職員も交えて持つべき。

日頃から交流を持つ事で、双方の暮らしや土地

勘を知り、より親密できめ細やかな援助活動が

できると考えるが意見を伺う。

連携の強化をする事は事前に情報把握ができ、

不安の解消等にも有効。しかし、大規模な災害

が発生した場合、協定を締結した自治体だけで

なく、その他のネットワークからも応援を要請

する必要が考えられる。そういう場合も含めス

ムーズに受援をする為に、受け入れ側として守

谷に来て活動していただく方に地理的な情報も

含め、どれだけ有用な情報を提供できるか、準

備や体制づくりを進めていきたいと考える。

有地の中から現在の場所で理解いただき、建設

費用は市が回収する。事業終結のために、市が

建物を建て、そこで営業するという解決策を

とった。

１．災害対策について

１．平成セレモニーについて
２．公契約制度について
３．補助金問題 他１件

今回の通告事項

今回の通告事項平成セレモニーが月50
万円の賃料でいいのか

守谷市の災害対策に
ついて問う！

Ｑ

Ａ

 

 Ｑ

Ａ

Ｑ

Ａ 　

平成 17年に南足柄市と「災害時相互応援に関する協定」を締結

● 佐藤　剛史 議員

● 佐藤　弘子 議員
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守谷市の障がい者（児）数の現状と近年の傾向は。

障がい者手帳の所持者数は、4月 1 日現在で

2,527 名。内訳は、身体障がい者が 1,871 名、

知的障がい者が 330 名、精神障がい者が 326

名であり、傾向としては増加傾向にある。

そのうち重症心身障がい者（児）がどの程度存

在するか把握しているか。

医療機関に依存する重症心身障がい者（児）を

把握する方法がない為、正確に把握していない。

重症心身障がい者（児）に対応する為には福祉

と教育、そして医療との連携が必要であるが、

どう考えているか。

医療依存度の高い重症心身障がい者・障がい児

地方分権一括法施行前と後では、地方自治体の

権能がどのように変わったか。

条例を制定できる事務の範囲が拡大したこと、

自治体独自の考えで施策を行うことができるこ

と等により、地方自治体の権限が強化された。

地方自治法第 14 条は、「普通公共団体は法令

に反しない限りにおいて、条例を制定すること

ができる」としているが、何をもって反しない

と判断すべきなのか。

法令の趣旨や目的などを考慮して、判断してい

くものであると考える。

地方政府と中央政府は対等の関係であるという

前提で考えると、自立した精神性を持つ必要が

が利用できる事業所が県内では少ない状況であ

るが、市内の医療機関において開設準備の検討

が進められており、相談等の支援に努めたい。

あると思うが。

国は全国一律的な考え方をせざるを得ないが、

地方には地方独自の特色があるので、それらを

前提に対策をとる必要がある。

１．重症心身障がい者（児）対応について

１．水の管理について
２．上位法と条例について

今回の通告事項

今回の通告事項

重症心身障がい者（児）
への市の対応は？

もりや独自の政策を
確立するべき！

Ｑ

Ａ

Ｑ

Ａ

Ｑ

　

Ａ

Ｑ

Ａ

Ｑ

Ａ

Ｑ

Ａ 障がい者手帳の所持者数は増加傾向に

 

● 渡辺　大士 議員

● 松丸　修久 議員
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　大木地区にある公有財産の土地・建物について、市では、広報紙や市ホー
ムページなどを通じ、市民の皆さんのご意見を募集するなど、施設の利活
用に関し検討していました。
　この度守谷市議会では、各会派からの提案書をもとに、「地方創生特別
委員会」において最終案の協議・検討を行いました。その結果、議会から「大
木地区の公有財産の活用方法」として、6月 9日に市長へ提案書を提出し
ました。
　提出した提案書は次のとおりです。

　守谷市議会では、熊本県熊本地方を震源とする地震の被災者支援及び被災地の復興に役立てていただくため、茨
城県市議会議長会を通じ、6月 28日に義援金 20万円を九州市議会議長会へ送金しました。
　被災されました方々をはじめ、被災地の一日も早い復興をお祈り申し上げます。

守谷市議会議員一同

　熊本地震における災害支援として、熊本県宇城市に水と毛布の救援物資を送ったことに伴い、防災倉庫の
備蓄品に不足が生じたため、5月臨時議会で補正予算が可決され、水 167 箱と毛布 450 枚を補充しました。

熊本地震の救援物資送付に伴い、防災倉庫の備蓄品を補充しました

大木地区の公有財産の利活用方法を提案

熊本地震への義援金を送金しました

提案①　常総運動公園の補完設備
【理由】 例としては、武道館等の施設として活用し、市民の健康増進を図る。

提案②　（仮称）大野・大井沢地区公民館

【理由】
・他の地区公民館が手狭になっており、全市民が使用できる施設として利用する。
・大野地区の公民館が老朽化しており、それに代わる施設として活用する。

提案③　多目的施設（文化・芸術・福祉・体育等）

【理由】
踊り、音楽、スポーツ、福祉、芸術作品展示、集会や講演会など、市民のニーズに応えて複合的に活用し、
幅広い年齢層の市民が利用できる施設とする。

提案④　歴史資料館
【理由】 古文書・出土品などを展示する施設として活用し、市民教養の向上を図る。

被災地へ救援物資を輸送するため、防災倉庫から備蓄品を運び出す。
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議会レポート
Assembly report

【守谷市議会・守谷市合同視察研修】

【警察本部長感謝状】

【視察研修来庁】

【永年議員表彰】

永年の議員としての功績等により表彰を受けら
れました梅木議長、松丸議員、高橋議員の表彰伝
達式を行いました。梅木議長には議員 15年と副
議長 4年の功績、松丸議員には議員 15年と議長
4年の功績により全国市議会議長会と茨城県市
議会議長会から、高橋議員には議員 8年の功績
により茨城県市議会議長会から表彰されました。

5月 24 日・25 日に、守谷市議会・守谷市合同
視察研修として、新潟県長岡市及び三条市を視
察しました。
長岡市では、行政施設やアリーナ等が一体となっ
た複合施設「アオーレ長岡」を視察し、三条市で
は健康福祉に関する取組みや歴史的建造物を再
利用した交流拠点事業等について研修しました。

5月 30 日庁議室にて、守谷市暴力団追放推進協
議会（会長・会田市長）に対する警察本部長感
謝状贈呈式が行われ、市議会からは副会長であ
る梅木議長と、伯耆田監査委員が出席されました。
これは、暴力団排除活動に尽力し、守谷市から
暴力団排除に貢献したことに対して感謝状が贈
呈されたものです。

5月 17 日、長崎県佐世保市議会の議会運営委員
会が議会でのタブレット活用について研修する
ため、また、18日には北海道江別市議会の議会
運営委員会が、議会広報としてのSNSの活用や
議会の ICT 化、議員定数・報酬等について研修
するため、視察に訪れました。
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◆９月定例月議会

◆議会からの情報発信！

守谷中学校吹奏楽部　“練習がカタチになる喜び”

http//www.city.moriya.ibaraki.jp

　平成 28 年 9月定例月議会の日程は 9月 1日（木）から 21 日（水）

までを予定しています。

　請願・陳情の提出締切日は 8月 24 日（水）です。9月定例月議会で

の審議を希望される場合は、締切日までに議会事務局へご提出ください。

なお、誤字等による不備がある場合には訂正をお願いすることがありま

すので、日程に余裕を持って提出してください。

　フェイスブックやツイッターによる議会の情報発信や、インターネッ

トにて本会議の録画配信も行っております。また、メールもりやでは、

会議開催情報のほか、議会だより発行のお知らせなども配信しています。

ぜひごご覧ください。

部活動インタビュー

※日程は変更になる場合があります。

日 月 火 水 木 金 土

議事整理日

特別委員会

一般質問

特別委員会

特別委員会開会

議会運営
委員会

議事整理日 閉会

請願陳情
締切

一般質問

常任委員会

一般質問

議事整理日

休会

休会

休会

休会

休会

休会

常任委員会

特別委員会

休会

・決算予算・議案上程
・質疑

・討論
・採決

・総務教育

・保健福祉

・決算予算・決算予算・決算予算
・都市経済

平成28年９月定例月議会 会期日程（予定）
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　守谷中学校吹奏楽部は、女子 57 名、男子 15 名の総勢 72 名の部員で活動しています。練習前に
必ず行う「向上ルーティン」では、仲間と大きな声をだして息と間を合わせています。
　入部の動機は、先輩の演奏に憧れた、親もパーカッションやっていた、兄もやっていた、など家族
の影響が強くあるようです。県大会に毎年出場しており、また、東京ディズニーランドのオーディショ
ンも４回連続受かっています。部活で成長したことは「声を大きく出せるようになった」「積極的に
なり協力する力を知った」など手をあげて積極的に発言してくれました。団結力の強さが感じられ、
拍手をされる喜び、聞く人々に感動してもらえる喜びがさらなる向上につながっているようでした。

フェイスブック・ツイッター 本会議録画配信 メールもりや


